
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林前議長の説明を聴取する全員協議会 

キーワード 

百条委員会 

地方自治法第 100 条第 1 項に規定された調

査権を与えられた委員会の通称。第 100 条第 1

項では調査を行うため必要があれば関係者の

「出頭及び証言並びに記録の提出を請求するこ

とができる」とされている。上尾市ではこれに

加えて市などの報告を請求し検査できる第 98

条第 1項の権限も委任されている。 

データでみる 

調査特別委員会を設置 

小敷谷地内フェンスブロック擁壁撤去・ 
新設工事の経緯に関する調査特別委員会 

次回委員会は 8月 27日（火）午後 2時より 

大室尚（委員長・彩） 前島るり（副委員長・公） 

海老原直矢（政フ） 井上茂（政フ） 

糟谷珠紀（共） 池田達生（共） 

斉藤哲雄（彩） 星野良行（彩） 

道下文男（公） 小川明仁（無） 

 政フ…上尾政策フォーラム、共…日本共産党上尾市議団 
彩…彩の会、公…公明党上尾市議団、無…無会派 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活
動
報
告 

説明でも明らかにならない「真実」 Point 

両者の主な見解の違い 

 

市の見解 小林元議長・新井元市長の見解 

小林議員から「市で施工したブロックなのだか

ら市でやるべき」との発言があった 
「やれるのではないか」と発言した（小林議員） 

新井元市長から「なんであんな職員がいるのか。

辞めさせろ」との電話があった 

職員の態度が傲慢だったので別の職員に変えて

ほしいと伝えた（新井元市長） 

小林議員から「地権者から、『お前のところでや

れ』と言われた、うちで施工する」との内容の電

話があった 

そのような電話はしていない。見積依頼が市か

ら来るまで工事については知らなかった（小林

議員） 

当初道路課では既存のフェンスを再利用する方

針であったが小林議員が「フェンスの再利用は

できない」と主張し、100 万円高い額に 

再利用は不可能であり、新設の方が安く済むこ

とを伝えた（小林議員） 

 


